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福岡県志免町議会第76号

議会だより

・財政硬直化すすむ
   どう使われたか！
   一般会計決算134億円
・ズバリ町政を問う
   一般質問10人
・議会あれこれ
   議会報告会の開催

９
月 

定
例
会

2～3p

8～18p

 　21p

志免東中学校２年生体験学習（漁業）

し
め
議
会
だ
よ
り  

第
76
号

◇
発
行
・
福
岡
県
志
免
町
議
会

◇
編
集
・
議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
〒
８
１
１
‐
２
２
９
２
　
福
岡
県
糟
屋
郡
志
免
町
志
免
中
央
１
丁
目
１
‐
１

◇
発
行
日
・
平
成
27
年
11
月
１
日
　
◇
印
刷
・
株
式
会
社
　
三
光 

　志
免
東
中
学
校
で
は
、
総
合

的
な
学
習
の
一
環
と
し
て「
自
己

の
生
き
方
」を
考
え
る
活
動
で
あ

る「
ニ
ュ
ー
ス
タ
イ
ム（
体
験
学

習
）」を
全
学
年
で
実
施
し
ま
し

た
。　各

学
年
が
各
々
テ
ー
マ
の
も

と
、
１
学
年
は「
北
九
州
の
エ
コ

タ
ウ
ン
を
訪
れ
自
分
た
ち
の
課

題
を
調
べ
る
環
境
学
習
」２
学
年

は「
長
崎
県
松
浦
市
を
訪
れ
、
第

一
次
産
業
の
体
験
学
習（
修
学
旅

行
）３
学
年
は「
志
免
町
近
隣
の

地
域
で
の
職
場
体
験
学
習
」を
行

い
ま
し
た
。

　中
で
も
、
た
く
さ
ん
の
貴
重
な

体
験
が
で
き
た
各
学
年
の
体
験
学

習
の
中
か
ら
、
２
学
年
の
生
徒
た

ち
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

わが町のきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとさん！
粕屋地区では東中学校独自の取組（体験学習）

お知らせ

傍聴に是非お越しください。
議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の一つです。

ぜひお越しください。車椅子席もあります。

詳細は議会事務局までお問い合わせください。

TEL 935-1262　FAX 935-7070
議会事務局は町役場4階です

メールアドレス:gikai@town.shime.lg.jp

次回の定例会は

12月4日予定政治
家は有権者に寄付を

贈らない！

政治
家から有権者への寄付は

受け取らない！

有権
者は政治家に寄付を

求めない！

　２
学
年
総
計
１
２
４
名
の
生

徒（
25
グ
ル
ー
プ
）が
長
崎
県
松

浦
市
の
今
福
、
田
代
、
青
島
の

３
地
区
の
家
庭
に
宿
泊（
民
泊
）

し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
生
に
一

度
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
貴
重

な
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　様
々
な
体
験
を
通
し
て
生
徒

た
ち
は
、
宿
泊
先
の
方
々
や
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
地
域
の
方
々

か
ら
の
話
を
し
っ
か
り
聞
き
積

極
的
に
行
動
す
る
こ
と
で
、「
自

然
や
人
か
ら
生
き
方
・
感
謝
の

心
を
学
び
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

活
か
そ
う
」と
い
う
テ
ー
マ
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て

た
く
さ
ん
の
思
い
出
づ
く
り
を

す
る
と
と
も
に
充
実
感
を
味
合

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

民泊で夕食作り

畜産酪農体験

みんなで徹底しよう「三ない運動」

政治家の寄付は禁止
有権者が求めることも禁止

【議会広報特別委員会】
発
行
責
任
者

大
林 

弘
明 

議
長

委
員
長

吉
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大
作
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辰
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秀
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二
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美
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大
西

　勇

牟
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史
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９
月
定
例
会
は
４
日
か
ら
28
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
︒

議
案
21
件
︵
う
ち
１
議
案
は
撤
回
︶
を
可
決
︒

副
町
長
・
固
定
資
産
評
価
員
・
監
査
委
員
・
教
育
委
員
会
委
員
・
糟
屋
郡
公
平
委
員
会
委
員
︵
３
名
︶
の
選

任
に
同
意
︒

一
般
質
問
は
９
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
で
10
人
が
行
い
ま
し
た
︒

９月
定例会どう使われたか！一般 会計決算134億円

歳入
入ったお金

134億7,184万円
100％

歳出
使ったお金

128億8,295万円
100％

地方交付税
18億9,380万円　14％

国・県支出金
26億8,453万円　19.9％

地方譲与税
8,434万円　0.6％

地方消費税交付金
4億5,879万円　3.4％

補助費等
19億1,601万円　14.9％

公債費
8億2,406万円　6.4％

繰出金
13億7,299万円　10.7％

投資及び出資金貸付金
4,298万円　0.3％

普通建設事業費
19億8,972万円　15.4％ 投資的経費

19億8,972万円　15.4％

積立金
7,713万円　0.6％

その他（分担金、負担金など）
2億6,782万円　2.0％

繰越金
6億2,043万円　4.6％

町税
51億1,225万円　38％

扶助費
28億7,981万円　22.3％

消費的経費
85億7,605万円　66.6％

自主財源
66億6,411万円　49.5％

物件費
21億2,941万円　16.5％

維持補修費
1億2,316万円　1.0％

人件費
15億2,764万円　11.9％

町債
15億5,867万円　11.6％

依存財源
68億0,773万円　50.5％

繰入金
1億3,352万円　1.0％

委員長　丸山議員　副委員長　末藤議員

決算審査は特別委員会を設置し、審査を行いました。

決算特別委員会

2

どう使われたか！一般 会計決算134億円
財政硬直化すすむ

賛成多数で可決（賛成11人・反対２人）
【賛成】 近藤・寺田・牟田口・野上・安河内・吉田・助村・丸山・牛房・大西・二宮
【反対】 古庄・末藤

・国民健康保険 　　 （歳入）47億9198万7340円　（歳出）48億2577万9654円� （賛成多数）

・後期高齢者医療 　 （歳入）5億1613万2338円��　（歳出）4億9225万1773円� （賛成多数）

・水道事業会計 　　 （歳入）9億5150万3473円��　（歳出）9億4896万4218円� （全員賛成）

・下水道事業会計 　 （歳入）10億9415万6748円　（歳出）10億625万4364円� （全員賛成）

平成26年度特別会計

平
成
26
年
度
一
般
会
計
決
算
で
実

質
収
支
額
は
４
億
９
１
５
０
万
円

の
黒
字
。
６
年
連
続
、
基
金
取
り

崩
し
は
行
っ
て
い
な
い
。

決
算
額
51
億
１
２
２
５
万
円
で
前

年
度
収
入
額
よ
り
１
億
１
４
８
８

万
円
増
。

収
納
率
は
94
．
35
％
、
前
年
度
を

０
．25
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。

不
納
欠
損
は
１
２
０
３
万
円
。

町
債
残
高
は

約
１
１
８
億
２
９
９
３
万
円
（
臨

時
財
政
対
策
債
63
億
４
４
１
２
万

円
）

基
金
は
47
億
４
７
５
５
万
円
。

※
臨
時
財
政
対
策
債

　

 

地
方
交
付
税
の
代
わ
り
に
借
り

入
れ
が
認
め
ら
れ
、
後
で
全
額

措
置
さ
れ
る
。

 

実
質
収
支

 

町
税
の
収
入
状
況

町
債（
借
金
）基
金（
貯
金
）

学
童
保
育
所
運
営
事
業

 

２
７
４
６
万
６
千
円

学
童
保
育
の
利
用
人
数
が
年
々
増
え
組
織
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
運
営
方
法
を
変
え

る
な
ど
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

教
育
相
談
室
運
営
事
業

 

１
２
３
２
万
５
千
円

相
談
件
数
も
大
幅
に
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
教
育
相
談
室
の
役
割
は
大
き
い
と
考

え
る
。

消
費
生
活
相
談
窓
口
運
営
事
業

 

２
５
２
万
２
千
円

糟
屋
中
南
部
５
町
と
連
携
を
図
り
実
施
す
る
こ

と
で
効
果
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
事
業

 

２
６
５
８
万
９
千
円

基
本
的
な
日
常
動
作
・
生
活
習
慣
や
集
団
的
行

動
の
訓
練
を
行
っ
て
い
る
事
業
に
そ
の
事
業
費

の
一
部
を
補
助
す
る
。

26
年
度
効
果
が
あ
っ
た

主
な
事
業

①�予算流用と予備費充当について事業別施策と枠配分の予算編成が大きな問題。
②�西小学校外塀改築、正門前歩道切り下げ工事が議会の承認もなく施行された。
③�焼却場跡地整備工事請負契約の一部変更。
④�共通点は行政運営を行う町組織、職員の職務に対する責任感の低さ。
⑤�議会費車借り上げ料における議長のタクシー代の使途。予算の約２倍となっている問題。

反対討論 古庄 議員
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◦地域福祉計画策定委託料� 256万4千円
� 27年度から28年度にかけて地域福祉計画を策定するため。

◦小規模保育整備事業補助金� 817万5千円
� （726万6千円）国庫支出金� 6人以上19人以下の小規模保育園事業補助金

◦道路改良舗装工事� 1424万円
� ・田富4号線道路改良工事
� ・吉原18号線連両退避所設置工事

◦小中学校施設整備工事� 512万3千円
� 各小中学校施設の改善補修工事

◦公民館施設整備工事� 691万5千円
� 鏡公民館施設整備工事

◦マイナンバー住民登録事業� 159万7千円

平成27年度一般会計補正予算

平成27年度特別会計補正予算

平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算

賛成多数で可決

小中学校エアコン設置設計業務の予算については
説明資料不足のため撤回される　　1､054万1千円

8,711万4千円増　総額123億5411万4千円
【賛成】　近藤、寺田、牟田口、安河内、助村、野上、丸山、牛房、大西、古庄、二宮
【反対】　吉田、末藤

補正の主なもの

・国民健康保険 　　　　　 1億3430万8千円増　総額55億8630万8千円

・水道事業会計補正予算 　 1億760万6千円増　  総額10億722万6千円

マイナンバーは国が国民の所得、資産を効率的に掌握し、徴税を強化すると同時に、過剰な社会保障給付を受けていな
いかなど、チェックするためであり、国民の利便性向上ではない。そのための共同調達標的型攻撃対策のソフトウェア
リース料が含まれているため反対。

反対討論 末藤議員
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個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

　
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
に
よ
る
番
号
法
で
は
、
特
定
個
人

情
報
に
つ
い
て
は
個
人
の
識
別
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
か
ら
、
一
枚

の
個
人
情
報
に
よ
り
手
厚
い
保
護
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
改
正
す
る
も
の
。

主
な
改
正
内
容

一
、�

重
要
な
変
更
を
す
る
場
合
に
は
、
第
三
者
機
関
で
あ
る
志
免
町

個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
意
見
を
聴
く
。

二
、�

目
的
外
利
用
に
つ
い
て
、
通
常
の
個
人
情
報
よ
り
も
さ
ら
に
厳

格
に
利
用
が
さ
れ
る
た
め
条
例
に
お
い
て
規
定
す
る
。

三
、�

記
録
を
訂
正
し
た
場
合
に
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
通
知
を
行
う
。

四
、�

①
利
用
制
限
に
対
す
る
違
反

　
　
②
収
集
制
限
、
保
管
制
限
に
対
す
る
違
反

　
　
③
フ
ァ
イ
ル
作
成
制
限
に
対
す
る
違
反

　
　
④
提
供
制
限
に
対
す
る
違
反

こ
れ
ら
の
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
は
利
用
中
止
を
認
め
る
。

　
28
年
１
月
１
日
施
行

 

︵
賛
成
多
数
︶

志
免
町
地
域
福
祉
計
画
策
定

審
議
会
設
置
条
例
の
制
定

　
志
免
町
の
総
合
的
な
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
の
地
域
福

祉
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
伴
い
、
審
議
会
を
設
置
す
る
た
め
必
要

な
事
項
を
定
め
る
。

 

︵
賛
成
多
数
︶

手
数
料
条
例
一
部
改
正

　
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
法
が
施
行
さ
れ
る
た
め
日
本
に
住

民
登
録
し
て
い
る
す
べ
て
の
人
の
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
た
通
知

カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
る
。
ま
た
、
希
望
者
に
は
通
知
カ
ー
ド
に
変

え
て
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
あ
る
個
人
番
号
が
公
布
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

カ
ー
ド
は
一
枚
目
無
料
。
紛
失
等
で
再
発
行
す
る
場
合
は
手
数
料

５
０
０
円
、
個
人
カ
ー
ド
は
８
０
０
円
。

27
年
10
月
施
行

 

︵
賛
成
多
数
︶

条　例
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

何
で
も
相
談
で
き
る

態
勢
を

　
現
在
シ
ー
メ
イ
ト
で
実
施
し

て
い
る
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

に
新
た
に
、
セ
ン
タ
ー
長
を
配

置
し
利
用
者
支
援
事
業
に
取
り

組
む
。
子
育
て
情
報
の
収
集
、

提
供
、
発
信
、
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
支
援
員
養
成
講
習

な
ど
を
行
い
、
セ
ン
タ
ー
に
行

け
ば
何
で
も
相
談
で
き
る
態
勢

の
整
備
を
行
う
。

　
町
内
、
町
外
は
区
別
せ
ず
誰

で
も
相
談
で
き
、
子
育
て
の
悩

み
か
ら
虐
待
等
に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
支
援
す
る
。

　
専
門
資
格
を
持
つ
指
導
者
の

配
置
を
要
請
︒

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

支
援
態
勢
の
拡
充

　
住
民
活
動
団
体
育

成
支
援
事
業
、
協
働

提
案
事
業
は
24
年
度

開
始
よ
り
３
年
が
経

過
。
住
民
参
画
推
進

委
員
会
や
団
体
の
意

見
を
踏
ま
え
、
よ
り

使
い
や
す
く
、
住
民

活
動
を
応
援
す
る
制

度
と
す
る
た
め
見
直

し
を
行
っ
た
。
申
請

団
体
の
人
数
要
件
の

緩
和
や
補
助
内
容
の
改
正
を

行
っ
た
が
、
な
か
な
か
実
績
は

上
っ
て
い
な
い
。

　
協
働
事
業
制
度
の
位
置
付

け
︑
よ
り
参
入
し
や
す
い
態
勢

作
り
を
要
請
︒

危
険
廃
屋
の
管
理

何
故
解
決
で
き
な
い
の
か

　
空
き
家
の
状
況
は
、
今
年
６

月
現
在
92
件
、
適
正
管
理
の
依

頼
通
知
29
件
、
内
９
件
が
適
正

に
処
理
さ
れ
た
。「
特
別
措
置

法
（
27
年
２
月
）」
施
行
で
行

政
代
執
行
は
出
来
る
も
の
の
、

公
金
を
投
入
す
べ
き
か
、
費
用

回
収
な
ど
の
問
題
も
有
り
、
解

決
に
至
っ
て
い
な
い
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

（太字は委員会の要望、要請）

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

初
め
て
の
試
み
予
算
・

決
算
の
報
告

　「
議
会
基
本
条
例
」
で
年
１

回
以
上
の
議
会
報
告
会
開
催
を

義
務
付
け
て
い
る
。
今
年
は
初

め
て
の
試
み
と
し
て
、
予
算
・

決
算
の
仕
組
み
、
お
金
の
流
れ

を
わ
か
り
易
く
説
明
す
る
こ
と

と
し
た
。
日
程
は
11
月
17
日
・

18
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚

室
、
シ
ー
メ
イ
ト
ホ
ー
ル
で
両

会
場
共
19
時
よ
り
行
う
。
ま
た

一
般
会
議
の
周
知
を
図
る
手
立

て
と
し
て
議
会
だ
よ
り
に
掲
載

し
開
催
の
取
組
み
を
す
る
。

第
５
回
９
月
定
例
会
に
つ
い
て

　
会
期
は
９
月
４
日
（
金
）
か

ら
９
月
28
日
（
月
）
ま
で
の
25

日
間
。
決
算
審
査
の
特
別
委
員

会
を
設
置
す
る
。
人
事
案
件
と

し
て
副
町
長
、
監
査
委
員
、
郡

公
平
委
員
の
選
任
と
教
育
委
員

の
任
命
を
行
う
。

議
会
運
営
委
員
会

シーメイト内子育て支援センター

（太字は委員会の要望、要請）
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高
齢
者
見
守
り
活
動
推
進
事
業

安
心
し
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り

　
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域

で
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
地
域
づ
く
り
を

め
ざ
し
、
見
守
り
活
動
の
充
実

を
図
る
。
対
象
者
（
70
歳
以
上

単
身
者
・
75
歳
以
上
の
み
世
帯

者
）
の
名
簿
登
載
や
情
報
提
供

に
つ
い
て
の
調
査
、
不
同
意
方

式
の
採
用
と
し
て
い
る
が
、
ど

う
対
応
す
る
か
、
対
象
者
把
握

を
更
に
進
め
る
よ
う
要
請
。

地
域
包
括
支
援
シ
ス
テ
ム

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
懸
念

　
介
護
保
険
制
度
改
正
で
、
市

町
村
に
事
業
が
移
行
さ
れ
る
。

要
支
援
１
・
２
の
予
防
給
付
の

地
域
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
構

築
が
ど
う
行
わ
れ
る
か
。
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
が
な
い
よ
う
、
社

協
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
地

域
関
係
者
と
の
協
議

を
密
に
す
る
。

　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
充
実
強
化

に
努
め
る
べ
き
と
要

請
︒

上
水
道
事
業
経
営

料
金
見
直
し
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
は

　
現
在
の
料
金
体
系
を
維
持
す

る
こ
と
で
、
計
画
的
な
管
理
、

施
設
の
耐
震
化
を
行
う
。
今
後

も
安
定
し
た
経
営
を
目
指
す
た

め
平
成
27
年
３
月
に
「
志
免
町

水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
た
旨
の
説
明
を
町
長
に
行
っ

て
い
る
。

　
水
道
料
金
改
定
は
平
成
９
年

６
月
に
行
っ
て
、
こ
れ
迄
改
定

は
し
て
い
な
い
。
県
内
50
水
道

事
業
の
う
ち
25
番
目
の
料
金
水

準
で
あ
る
。
人
口
増
加
の
傾
向

は
あ
る
が
、節
水
意
識
の
浸
透
、

節
水
機
器
の
普
及
で
大
幅
な
給

水
増
加
は
見
込
め
な
い
。

　
徴
収
率
の
向
上
︑
経
営
の
ス

リ
ム
化
な
ど
の
検
討
を
提
言
︒

厚
生
建
設
常
任
委
員
会

委員会報告
（調査・研究）

　
26
年
度
策
定
の
基
本
構
想
案

の
検
討
と
実
施
に
つ
い
て
の
方

針
。
須
恵
町
側
に
登
山
道
と
展

望
台
及
び
駐
車
場
を
設
置
す
る

が
、
余
り
費
用
を
か
け
ず
縮
小

し
た
規
模
で
整
備
す
る
。
実
施

設
計
に
着
手
す
る
前
の
地
質
調

査
、測
量
業
務
の
委
託
を
行
う
。

　
休
止
し
て
い
た
委
員
会
を
再

開
す
る
に
あ
た
り
、
志
免
町
の

課
題
を
ど
う
提
起
す
る
か
。
３

町
（
志
免
・
宇
美
・
須
恵
）
間

で
取
組
む
問
題
点
に
つ
い
て
正
副

委
員
長
会
を
開
催
し
協
議
す
る
。

　
本
年
４
月
の
改
選
後
新
人
３

名
を
含
む
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で

臨
む
。
過
去
の
広
報
を
参
考
と

し
、
よ
り
見
や
す
い
レ
イ
ア
ウ

ト
、
写
真
の
撮
り
方
な
ど
に
配

慮
し
て
い
く
。

志
免
炭
鉱
ぼ
た
山

　対
策
特
別
委
員
会

福
岡
都
市
圏
広
域
行
政

　調
査
特
別
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

役場内地域包括支援センター
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ズバリ町政を問う
大西  勇 議員   ９P
①障害者福祉について
　・障害者の就労　・障害者優先調達推進法
②PK2について

助村千代子 議員   10P
①認知症対策と支援について
　・早期発見・診断の体制整備
　・サポーターやキャラバンメイトの育成と活動支援

二宮美津代 議員   11P
①新教育委員会制度への移行について
②法教育授業（主権者教育への取組み）
③中高生の居場所づくり

牛房 良嗣 議員   12P
①地方創生への取組み　②出産・子育て環境の整備
③英語村の立ち上げ

古庄信一郎 議員   13P
①望山荘における町民と職員のトラブル（問題点の把握と今後）
②地方創生について（総合戦略策定）

丸山真智子 議員   14P
①行政評価について　②認知症を理解する教育
③空き家活用事業

寺田 秀和 議員   15P
①防災について　・女性消防団の設置
②自主防災について

近藤 辰也 議員   16P
①炭鉱労働者慰霊碑建立について

末藤 省三 議員   17P
①マイナンバー制度について
　・マイナンバーで個人情報を守れるか
　・サイバー攻撃への対策は

野上 順子 議員   18P
①障害児への支援体制　・妊娠中の母親への対応
　・小学入学への対応　・長期休みの居場所作り

一
般
質
問
と
は
議
員
が
町
政
全
般
（
一
般
事
務
・
事

務
の
執
行
状
況
・
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
）
に
つ

い
て
、
町
長
な
ど
執
行
機
関
の
考
え
を
議
員
個
人
と

し
て
問
い
た
だ
す
こ
と
で
す
。

質
問
の
内
容
は
事
前
に
通
告
し
、
持
ち
時
間
30
分
の

範
囲
内
で
※
１
問
１
答
で
行
い
ま
す
。

　
※
質
疑
、
答
弁
を
理
解
す
る
ま
で
繰
り
返
す
方
法

会
議
録
に
基
づ
き
議
員
個
々
の
自
由
編
集
で
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
会
議
録
（
Ｈ
Ｐ
・
図
書
館
・
各
公
民
館

に
置
く
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
質
問

順
と
し
て
い
ま
す
。

※桜は志免町花です
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障害者技能大会を広域で開催
答弁／広域でぜひ提案したい

大
西
　
障
が
い
者
就
労
支
援
で
大

事
な
の
は
、
当
事
者
の
家
庭
環
境

を
把
握
す
る
こ
と
だ
。
本
人
や
家

族
の
就
労
意
欲
に
つ
い
て
の
情
報

収
集
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長
　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申

請
が
来
た
時
、
ま
た
、
施
設
等
か

ら
聞
い
て
い
る
。

大
西
　
企
業
側
に
は
法
的
な
補
助

制
度
が
あ
る
。
そ
う
い
う
制
度
の

周
知
徹
底
や
説
明
会
を
積
極
的
に

行
っ
て
ほ
し
い
。

福
祉
課
長
　
支
援
制
度
の
啓
発
・

啓
蒙
を
行
い
、
商
工
会
や
企
業
に

対
し
て
正
し
い
理
解
を
得
て
頂
く
。

大
西
　「
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側

か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
側
へ
」
と

い
う
事
で
、
知
的
障
が
い
者
に
ヘ

ル
パ
ー
等
の
資
格
を
習
得
さ
せ
介

護
事
業
所
等
へ
の
雇
用
を
推
進
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。

　
そ
の
効
果
と
し
て
、
高
齢
者
に

安
心
感
を
与
え
穏
や
か
な
雰
囲
気

に
す
る
。
事
業
所
の
効
果
と
し
て

一
生
懸
命
に
働
く
姿
が
他
の
職
員

の
刺
激
と
な
る
と
い
う
効
果
が
出

て
い
る
。
こ
う
い
う
就
労
支
援
も

可
能
だ
と
思
う
が
。

町
長
　
良
い
事
は
し
っ
か
り
と
取

り
入
れ
今
後
活
か
し
て
い
き
た

い
。

大
西
　
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法

に
よ
る
支
援
と
し
て
、
入
札
前
に

何
％
か
施
設
に
優
先
的
発
注
を
す

る
と
い
う
仕
組
み
づ
く
り
を
。

町
長
　
各
課
と
検
討
し
優
先
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
。

大
西
　
障
害
者
技
能
大
会
を
広
域

で
開
催
。

　
こ
れ
は
職
業
能
力
の
開
発
を
促

進
し
、
技
能
労
働
者
と
し
て
社
会

の
理
解
と
認
識
を
深
め
就
労
支
援

を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
。

町
長
　
広
域
で
是
非
提
案
し
た
い
。

大西 　勇 議員

Ｐ
Ｋ
２
を
広
域
連
携
で
行
っ
て
は

答
弁
／
広
域
連
携
を
密
に
し
協
議
す
る

が
利
用
で
き
財
政
的
に
も
可
能
で

は
な
い
か
。

町
長
　
し
っ
か
り
と
広
域
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
協
議
し
た
い
。

大
西
　
Ｐ
Ｋ
２
に
お
い
て
は
毎
日

行
か
せ
た
い
。
ま
た
、
せ
め
て
６

年
生
ま
で
利
用
し
た
い
と
い
う
保

護
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
単
町

で
は
財
源
的
に
厳
し
い
面
も
あ

り
、
広
域
で
行
え
ば
多
く
の
児
童

一般質問

狭い部屋でのPK2
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認知症予防は早期発見と対応
答弁／今後普及啓発を予定している

助
村
　
平
成
37
年
に
は
認
知
症
の

方
が
約
７
０
０
万
人
と
見
込
ま

れ
、
超
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
備

え
認
知
症
対
策
が
必
要
。

　
当
町
の
認
知
症
患
者
と
予
備
群

の
実
態
は
。

福
祉
課
長
　
65
才
歳
以
上
人
口

９
７
１
０
人
の
約
８
％
、要
支
援
、

要
介
護
認
定
者
数
１
５
１
５
人
、

予
備
群
は
推
定
値
か
ら
１
３
０
０

人
弱
と
推
測
さ
れ
る
。

助
村
　
予
備
群
に
何
も
介
入
し
な

い
場
合
、
２
・
３
年
以
内
に
認
知

症
に
移
行
す
る
。

　
認
知
症
は
現
在
治
療
で
き
る
病

気
。

　
早
期
発
見
、
診
断
、
対
応
の
た

め
の
体
制
整
備
が
必
要
。

福
祉
課
長
　
認
知
症
ま
た
予
備
群

で
は
な
い
か
と
気
づ
き
、
正
し
く

理
解
す
る
事
が
重
要
。

　
今
後
、
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
を
全

戸
配
布
し
普
及
啓
発
を
行
う
。

助
村
　
啓
発
も
大
事
だ
が
、
診
断

を
し
な
け
れ
ば
治
療
に
繋
が
ら
な

い
。

　
物
忘
れ
検
診
を
始
め
て
い
る
自

治
体
で
は
、
的
確
な
予
防
で
改
善

に
繋
げ
て
い
る
。

　
早
期
発
見
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入

を
。

福
祉
課
長
　
ケ
ア
パ
ス
の
中
で

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
入
れ
て
い

る
。先
進
事
例
等
は
研
究
し
た
い
。

助
村
　
予
防
に
つ
い
て
は
、
対
象

者
を
絞
っ
て
効
果
を
出
す
事
が
必

要
。

健
康
課
長
　
町
内
会
で
行
っ
て
い

る
取
り
組
み
で
認
知
症
予
防
に
繋

げ
て
い
き
た
い
。

助
村
　
先
進
地
で
は
、
対
象
者
を

絞
り
積
極
的
改
善
に
向
け
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
介
護
か
ら
の
卒
業
と
い

う
取
り
組
み
を
行
い
効
果
を
上
げ

て
い
る
が
。

福
祉
課
長
　
取
り
入
れ
る
べ
き
と

感
じ
る
と
思
う
。

助
村
　
40
歳
以
上
の
２
号
被
保
険

者
の
受
給
者
は
、
難
病
等
は
除
い

て
生
活
習
慣
病
を
起
因
と
す
る
病

気
で
介
護
と
な
る
。
こ
れ
は
食
改

善
の
推
進
や
栄
養
指
導
に
力
を
入

れ
る
べ
き
。

健
康
課
長
　
十
分
で
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
や
っ
て
い
け
た
ら
と
の
思
い
で

臨
ん
で
い
る
。

助
村
　
若
年
性
認
知
症
予
防
の
啓

発
が
必
要
。

福
祉
課
長
　
個
別
の
随
時
相
談
で

対
応
し
て
い
る
。

助
村
　
認
知
症
カ
フ
ェ
の
体
制
整

備
を
。

町
長
　
実
現
に
向
け
検
討
し
た

い
。

助村 千代子 議員

一般質問

認知症ケアパス
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どう変る！教育委員会制度
答弁／地域の民意を反映できる制度へ

二
宮
　
教
育
現
場
で
の
い
じ
め
、

自
殺
等
の
問
題
を
受
け
、
教
育
行

政
の
責
任
の
明
確
化
、
迅
速
な
対

応
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
地

方
教
育
法
が
改
正
さ
れ
た
。
志
免

町
で
は
新
体
制
に
ど
う
移
行
さ
れ

る
の
か
。

総
務
課
長
　
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
、
平
成
27
年
４
月
１
日

施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
地
方

公
共
団
体
に
地
域
の
民
意
を
代
表

す
る
町
長
と
連
携
す
る
総
合
教
育

会
議
を
設
置
。
７
月
21
日
会
議
を

開
催
し
た
。

二
宮
　
法
改
正
で
、「
総
合
教
育

会
議
」
の
設
置
と
共
に
、
教
育
に

関
す
る
「
大
綱
」
の
策
定
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
が
。

総
務
課
長
　
近
年
の
教
育
行
政
に

お
い
て
、
福
祉
や
地
域
振
興
な
ど

一
般
行
政
と
密
接
な
連
携
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
町
長
が
大
綱
を
策

定
す
る
。

二
宮
　
文
部
科
学
省
は
、
大
綱
の

議
事
録
作
成
と
公
表
を
求
め
て
い

る
。
志
免
町
で
は
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
広
報
と
か
を
用
い
な

が
ら
公
表
を
検
討
す
る
。

二
宮
　
公
職
選
挙
法
の
改
正
で
、

選
挙
権
が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ

ら
れ
た
。
政
治
や
選
挙
の
仕
組
み

を
基
本
的
な
こ
と
か
ら
教
え
る
主

権
者
教
育
は
小
・
中
学
校
で
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
参
事
　
現
行
の
学
習

指
導
要
領
の
中
で
は
、
主
権
者
教

育
と
い
う
言
葉
自
体
は
な
い
。
中

二宮 美津代 議員

専
門
家
に
よ
る
法
教
育
授
業
を

答
弁
／
学
校
現
場
も
非
常
に
厳
し
い

学
で
は
社
会
科
で
、
主
権
者
と
し

て
政
治
の
仕
組
、
参
加
の
在
り
方

に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。
ま
た
生

徒
会
役
員
の
選
挙
、
総
会
の
議
事

運
営
な
ど
で
将
来
の
有
権
者
と
し

て
の
意
識
の
醸
成
に
努
め
て
い

る
。

二
宮
　
以
前
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教

育
の
導
入
も
提
言
し
た
。
継
続
的

な
取
り
組
み
は
な
い
と
の
事
だ
が

専
門
家
（
弁
護
士
）
を
入
れ
た
法

教
育
の
出
前
授
業
へ
の
取
り
組
み

へ
の
考
え
は
。

教
育
長
　
教
育
に
期
待
さ
れ
て
い

る
部
分
も
多
く
な
っ
て
は
い
る

が
、
学
校
現
場
も
非
常
に
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。
公
聴
会
な
ど
で
も

紹
介
し
て
い
き
た
い
。

一般質問

新教育体制
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子どもの満ちあふれる町へ
答弁／地方創生は子どもが重点課題

牛
房
　
人
口
減
少
、
少
子
化
に
ど

う
歯
ど
め
を
か
け
て
い
く
の
か
。

志
免
町
の
「
地
方
創
生
」
へ
の
取

り
組
み
、
町
長
の
決
意
を
問
う
。

町
長
　
地
方
創
生
を
ど
の
よ
う
に

考
え
、
取
り
組
み
を
進
め
る
か
現

在
検
討
中
。
12
月
議
会
に
は
お
知

ら
せ
し
た
い
。
人
口
減
少
問
題
は

子
ど
も
た
ち
へ
の
取
り
組
み
を
重

点
に
考
え
た
い
。

牛
房
　
人
口
問
題
に
つ
い
て
は
既

に
減
少
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。

　
も
う
福
岡
市
に
は
頼
れ
な
い
。

　
町
独
自
の
対
策
を
と
る
べ
き
。

そ
の
提
案
を
す
る
。

・�

若
い
世
代
が
安
心
し
て
出
産
、

子
育
て
が
で
き
る
町
を
目
指
し

環
境
を
整
備
す
る
。

・
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
。

・
保
育
料
の
無
料
化
。

・�

小
・
中
学
校
で
の
基
礎
学
力
の

向
上
。

・�

家
庭
教
育
へ
の
支
援
と
し
て
、

町
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
態
勢
を
。

町
長
　
以
前
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ス

ク
ー
ル
の
見
学
を
し
た
。

　
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

牛
房
　
地
方
創
生
へ
の
私
見
だ
が

志
免
英
語
村
の
提
案
を
す
る
。
全

国
で
す
で
に
６
ヶ
所
あ
り
、
英
語

で
学
べ
る
よ
う
配
慮
が
さ
れ
て
い

る
。
糟
屋
郡
内
で
や
っ
た
ら
ど
う

か
。
志
免
町
か
ら
発
信
し
て
も
ら

い
た
い
。

町
長
　
初
め
て
聞
く
こ
と
な
の
で

す
ぐ
に
回
答
で
き
な
い
が
、
広
域

的
に
は
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。

牛
房
　
単
町
で
は
や
れ
な
い
と
思

う
が
、周
辺
の
町
村
あ
る
い
は
市
・

県
も
含
め
た
共
同
事
業
と
し
て
提

案
し
て
も
ら
い
た
い
。
今
ま
で
の

志
免
町
で
は
な
い
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ

ン
ジ
を
期
待
し
た
い
。

町
長
　
先
日
外
務
省
関
係
の
仕
事

を
さ
れ
、
退
官
さ
れ
た
方
が
何
か

協
力
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た

方
々
の
ご
協
力
も
頂
き
取
り
組
め

た
ら
と
思
う
。

牛
房
　
少
な
く
と
も
現
状
維
持
で

は
な
く
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
ー

し
、
魅
力
あ
る
町
を
つ
く
っ
て
ほ

し
い
。

町
長
　
地
方
創
生
に
つ
い
て
は
決

意
を
新
た
に
し
、
人
口
減
少
に
つ
い

て
も
何
も
手
を
打
た
な
い
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
対
策
を
打
つ
。
福
岡

空
港
の
国
際
化
も
伴
い
、
将
来
的
に

ア
ジ
ア
へ
向
け
て
も
発
信
で
き
る

取
り
組
み
を
視
野
に
入
れ
た
い
。

牛房 良嗣 議員

一般質問

組体操、笑顔いっぱいの演技
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事件対応マニュアルの策定を
答弁／早急に対応する

古
庄
　
５
月
23
日
、
望
山
荘
に
お

け
る
町
民
と
職
員
の
ト
ラ
ブ
ル
は

未
だ
に
解
決
し
て
お
ら
ず
、
今
も

町
民
の
方
は
望
山
荘
の
利
用
禁

止
、
事
件
を
ど
う
認
識
し
て
い
る

か
。

町
長
　
イ
ベ
ン
ト
で
の
音
量
云
々

で
、
音
量
を
担
当
し
て
い
た
職
員

が
対
応
で
き
な
か
っ
た
事
が
発

端
。

古
庄
　
課
で
作
成
さ
れ
た
事
故
報

告
書
と
目
撃
者
の
供
述
と
は
大
き

な
乖
離
が
あ
る
。
職
員
に
は
非
が

な
か
っ
た
と
の
判
断
な
の
か
。

町
長
　
職
員
本
人
が
当
日
耳
栓
を

し
て
い
た
と
の
事
で
、
全
く
非
が

無
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

古
庄
　
こ
の
程
度
の
ト
ラ
ブ
ル
で

即
警
察
署
に
被
害
届
を
出
す
の

か
。

町
長
　
私
か
ら
出
せ
と
は
言
っ
て

い
な
い
。

古
庄
　
町
長
決
済
よ
り
前
に
禁
止

処
置
が
な
さ
れ
た
り
、
そ
の
起
案

書
を
一
担
当
者
そ
れ
も
当
事
者
が

起
案
す
る
な
ど
許
さ
れ
る
の
か
。

総
務
課
長
　
お
か
し
な
こ
と
だ
。

古
庄
　
議
長
室
に
町
民
を
呼
ん
だ

り
、
町
民
が
望
山
荘
に
行
く
と
警

察
を
要
請
し
た
り
、
結
局
初
め

か
ら
犯
罪
者
扱
い
で
対
応
し
て
い

る
。
新
副
町
長
の
所
見
は
。

副
町
長
　
関
係
課
、
職
員
の
連
携

で
し
っ
か
り
判
断
を
し
、
慎
重
に

や
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

古
庄
　
公
務
員
は
公
僕
と
言
わ
れ

る
が
、全
て
そ
う
と
は
思
わ
な
い
。

し
か
し
、
町
民
と
職
員
の
関
係
の

根
底
に
は
あ
っ
て
も
よ
い
。
管
理

職
も
若
く
な
っ
て
い
く
訳
で
、
今

回
を
糧
と
し
て
誰
も
が
理
解
す
る

古庄 信一郎 議員

地
方
創
生
総
合
戦
略
策
定
は
い
つ

答
弁
／
全
体
的
に
は
３
月
迄
に
策
定
す
る

古
庄
　
地
方
創
生
関
連
策
定
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

経
営
企
画
課
長
　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
、
総
合
戦
略
の
骨
子
は
12

月
、
全
体
的
に
は
３
月
ま
で
に
策

定
す
る
。

古
庄
　
策
定
委
員
の
中
心
は
第
５

ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
全

庁
職
員
共
通
の
認
識
と

し
て
確
立
す
べ
き
。

町
長
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
す
る
。

次
総
合
計
画
の
代
表
と
聞
く
が
、

同
じ
感
覚
で
そ
こ
か
ら
抜
け
出
な

い
の
で
は
。

経
営
企
画
課
長
　
審
議
会
の
方
も

若
干
入
る
が
別
組
織
と
し
て
や

る
。

一般質問

楽しい演芸会
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行政評価で改善、予算反映を
答弁／町政運営へ反映は行っている

丸
山
　
大
事
な
税
金
を
使
っ
て
事

業
を
行
い
、
こ
れ
を
評
価
す
る
こ

と
で
改
善
に
つ
な
げ
、
ま
た
予
算

へ
反
映
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
行
政
評
価
の
導
入
状
況
と
町
政

運
営
へ
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

う
。

経
営
企
画
課
長
補
佐
　
平
成
17
年

度
か
ら
事
務
事
業
評
価
に
取
組

み
、
平
成
19
年
度
か
ら
施
策
の
評

価
を
連
動
さ
せ
た
。

　
重
点
施
策
に
多
く
の
予
算
を
配

分
し
、
成
果
向
上
が
見
込
ま
れ
な

い
も
の
は
予
算
を
削
減
す
る
な
ど

町
政
運
営
へ
反
映
は
行
っ
て
い

る
。

丸
山
　
事
例
を
挙
げ
る
と
、
高
齢

者
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
で

は
受
益
者
負
担
が
発
生
し
て
か
ら

１
８
０
人
か
ら
平
成
25
年
度
は
83

人
に
減
っ
て
い
る
。

　
こ
の
評
価
を
ど
う
考
え
る
の

か
。

福
祉
課
長
　
要
件
緩
和
と
い
う
要

望
が
あ
る
が
、
税
金
で
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
し
て
い
る
の
で
町
で
ど

こ
ま
で
や
る
の
か
、
評
価
で
は
見

え
に
く
い
。

丸
山
　
孤
独
死
防
止
と
か
安
全
に

暮
ら
す
こ
と
が
、
こ
の
評
価
の
一

番
大
事
な
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。

丸山 真智子 議員

空
き
家
を
活
用
す
る
対
策
は

答
弁
／
特
段
と
っ
て
い
な
い

丸
山
　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は

老
朽
家
屋
の
除
却
と
活
用
も
で
き

る
。

　
活
用
と
い
う
視
点
で
何
か
考
え

て
い
る
の
か
。

経
営
企
画
課
長
　
空
き
家
を
活
用

す
る
対
策
は
特
段
と
っ
て
い
な

い
。

　
先
進
自
治
体
は
評

価
に
住
民
参
加
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。
ぜ
ひ
お
願
い

し
た
い
。

経
営
企
画
課
長
補
佐

行
政
評
価
参
画
へ
の

町
民
の
機
運
が
高
ま

る
よ
う
に
努
め
た

い
。

　
地
域
の
要
望
な
り
各
課
事
業

で
、
必
要
で
あ
れ
ば
活
用
で
き
る

空
き
家
を
調
査
し
、
活
用
す
る
こ

と
は
可
能
。

丸
山
　
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
空
き

家
を
活
用
す
る
視
点
で
も
、
ぜ
ひ

事
業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
施
設
の
利
用
、
活
用
に
つ
い
て

●
認
知
症
を
理
解
す
る
教
育

●
18
歳
選
挙
権
で
の
主
権
者
教
育

一般質問

事務事業評価表
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一般質問

女性消防団を創設してはどうか
答弁／女性の役割等を決め募集する

寺
田
　
地
域
防
災
活
動
を
担
う
消

防
団
員
は
少
子
高
齢
化
に
よ
り
減

少
し
て
い
る
。
自
営
業
者
が
減
り

会
社
員
が
増
加
し
、
活
動
に
参
加

し
に
く
く
、
団
員
の
増
加
に
至
っ

て
い
な
い
。
団
に
何
か
要
請
を
し

て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
補
佐
　
今
後
も
一
緒
に

団
員
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

寺
田
　
団
員
数
は
１
８
１
名
だ
が

地
元
の
団
員
数
を
把
握
し
て
い
る

の
か
。

総
務
課
長
補
佐
　
定
数
に
満
た
な

い
分
団
も
あ
り
、
町
外
の
団
員
が

多
く
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
。

寺
田
　
男
女
共
同
参
画
の
取
組
と

し
て
、
女
性
の
参
加
も
大
事
で
防

災
力
の
向
上
に
な
る
。
女
性
消
防

団
を
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
補
佐
　
志
免
町
に
合
っ

た
女
性
消
防
団
の
活
動
内
容
を
明

確
に
し
て
今
後
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
。

寺
田
　
ま
ず
行
政
で
女
性
の
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
さ
れ
て
、
立
ち
上
げ

た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
。

寺田 秀和 議員

格
納
庫
内
に
シ
ャ
ワ
ー
設
置
を

答
弁
／
予
算
内
で
慎
重
に
検
討
し
た
い

寺
田
　
団
員
は
い
ち
早
く
災
害
現

場
に
直
行
し
、
消
火
活
動
等
に
長

時
間
作
業
を
す
る
。
ま
た
、
訓
練

や
練
習
に
よ
り
、
体
や
服
装
が
汚

れ
、
家
族
に
負
担
が
か
か
る
。
ま

た
、
活
動
を
終
え
て
そ
の
ま
ま
会

社
に
行
く
こ
と
も
あ
る
。
格
納
庫

内
に
シ
ャ
ワ
ー
を
つ
け
て
は
ど
う

か
。

町
長
　
女
性
の
役
割
を

し
っ
か
り
と
決
め
た
上

で
、
今
後
募
集
な
り
し

て
い
き
た
い
。

寺
田
　
消
防
団
の
会
議

で
団
員
の
意
見
を
聞
く

こ
と
が
あ
る
の
か
。

総
務
課
長
補
佐
　
年
１

回
の
幹
部
会
議
に
町
長

も
出
席
し
、
団
員
と
意

見
交
換
を
し
て
い
る
。

総
務
課
長
補
佐
　
今
後
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

寺
田
　
消
防
団
Ｏ
Ｂ
で
自
主
防
災

組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
あ
く
ま
で
も
町
内
会

を
基
本
と
し
た
中
で
立
ち
上
げ
て

い
た
だ
く
。

寺
田
　
自
主
防
災
で
一
番
大
事
な

点
は
住
民
を
無
事
に
避
難
さ
せ
る

こ
と
が
最
優
先
だ
が
避
難
訓
練
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
公
民
館
単
位
で
避
難

訓
練
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

女性消防団による啓発活動
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一般質問

志免炭鉱慰霊を町主催で
答弁／町主体の慰霊は行わない

近
藤
　
志
免
町
の
近
代
化
と
反
映

の
礎
を
築
い
た
炭
鉱
労
働
者
慰
霊

碑
建
立
及
び
立
て
坑
や
ぐ
ら
の
保

存
に
つ
い
て
。
多
い
と
き
に
は
、

６
０
０
０
人
ほ
ど
の
方
々
が
働
き

多
く
の
方
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

　
志
免
炭
鉱
の
操
業
期
間
中
は
国

営
と
い
う
こ
と
で
慰
霊
祭
も
行
わ

れ
て
い
た
と
思
う
が
、
閉
山
後
に

つ
い
て
は
。

町
長
　
昭
和
57
年
に
、
国
鉄
志
免

炭
鉱
記
念
碑
建
立
委
員
会
に
よ
っ

て
慰
霊
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
祈
念
碑
の
前
で
毎
年
10
月
に

は
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、
今
年
で
34

回
を
迎
え
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
元
志
免
町
鉱
業
所
の
従
事
者
と

家
族
で
構
成
さ
れ
る
志
鉱
会
に
よ

り
、
平
成
18
年
ご
ろ
か
ら
は
「
志

免
立
て
坑
や
ぐ
ら
を
活
か
す
住
民

の
会
」
と
の
共
催
で
開
催
を
さ
れ

て
い
る
。

　
20
名
ほ
ど
が
参
加
さ
れ
て
お
る

と
聞
き
及
ん
で
い
る
。

近
藤
　
そ
れ
は
志
免
町
に
あ
る
の

か
。

町
長
　
須
恵
町
で
す
。

近
藤
　
私
が
聞
い
て
る
の
は
、
志

免
町
の
こ
と
で
す
。

町
長
　
こ
の
慰
霊
碑
は
、
志
鉱
会

と
、
志
免
立
て
坑
櫓
を
活
か
す
住

民
の
会
と
の
共
催
で
、
町
が
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。

近藤 辰也 議員

立
て
坑
保
存
に
田
富
・
亀
山
炭
鉱
も

答
弁
／
来
年
３
月
に
報
告
書
作
成
の
予
定

近
藤
　
立
て
坑
や
ぐ
ら
の
修
復
に

向
け
、
計
画
内
容
に
つ
い
て
。

社
会
教
育
課
長
　
平
成
24
年
度
作

成
の
保
存
活
用
計
画
書
を
も
と

に
、
立
て
坑
や
ぐ
ら
の
修
理
を
行

う
予
定
。

　
26
、
27
年
度
に
立
て
坑
や
ぐ
ら

の
本
体
の
健
全
性
を
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
調
査
工
事
を

実
施
。
来
年
３
月
に
報
告
書
を
作

成
す
る
予
定
。

近
藤
　
計
画
に
田
富
炭
鉱
及
び
亀

山
炭
鉱
も
合
同
で
の
慰
霊
碑
建
立

も
案
に
入
れ
て
は
。

町
長
　
計
画
策
定
は
立
て
坑
や
ぐ

ら
本
体
の
修
理
を
目
的
と
し
て
お

り
、
建
立
に
つ
き
ま
し
て
は
関
係

さ
れ
る
方
々
が
中
心
と
な
っ
て
つ

く
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
今

回
の
慰
霊
碑
の
建
立
は
町
と
し
て

お
答
え
す
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

須恵町にある慰霊碑
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マイナンバーで個人情報は守れるか
答弁／制度面とシステム面で保護する

末
藤
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
共
通
番
号

制
度
に
つ
い
て
、
先
の
公
的
年
金

の
個
人
情
報
１
２
５
万
件
の
大
量

流
出
は
、
公
的
機
関
の
個
人
情
報

管
理
の
脆
弱
さ
と
絶
対
安
全
で
な

い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
前
提
が
壊
れ
て

い
る
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い

る
。

　
ま
だ
施
行
も
し
て
い
な
い
の
に

国
民
の
預
貯
金
や
健
康
診
断
情
報

な
ど
民
間
機
関
が
扱
う
情
報
に
も

拡
大
、
さ
ら
に
カ
ル
テ
や
診
療
報

酬
明
細
、
レ
セ
プ
ト
な
ど
医
療
情

報
、
戸
籍
や
旅
券
な
ど
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
は
税
金
の
徴
収
強
化
と
社

会
保
障
な
ど
の
給
付
抑
制
を
狙
う

も
の
で
あ
る
上
に
、
ひ
と
た
び
流

出
す
れ
ば
は
か
り
知
れ
な
い
被
害

を
招
く
致
命
的
な
欠
陥
制
度
で
あ

る
。

　
な
ぜ
今
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
か
、
高

齢
者
の
金
融
資
産
を
調
べ
、医
療
、

介
護
の
負
担
を
引
き
上
げ
る
、
こ

れ
が
本
当
の
狙
い
で
は
な
い
の

か
。

経
営
企
画
課
長
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
安
心
、
安
全
に
利
用
す
る
た
め

に
、
制
度
面
と
シ
ス
テ
ム
面
の
両

方
か
ら
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た

め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

末
藤
　
公
的
年
金
流
出
が
志
免
町

民
４
万
７
０
０
０
人
の
個
人
情
報

が
一
挙
に
紛
失
す
る
可
能
性
も
あ

る
。

　
住
民
に
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

経
営
企
画
課
長
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
に
つ
い
て
広
報
で
制
度
開

始
、
通
知
カ
ー
ド
の
送
付
、
事
情

に
よ
り
住
民
票
を
移
す
こ
と
が
出

来
な
い
人
へ
の
登
録
申
請
要
領
に

つ
い
て
も
案
内
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
開
設
し
て
い
る
。

末
藤
　
年
金
機
構
み
た
い
に
な
れ

ば
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に

な
る
。

　
４
つ
の
危
険
性
を
指
摘
し
説
明

を
求
め
る
。

①�

情
報
漏
え
い
を
防
ぐ
完
全
な
シ

ス
テ
ム
の
構
築
は
不
可
能
。

②�

意
図
的
に
情
報
を
盗
み
売
る
人

た
ち
が
い
る
。

③�

一
度
漏
れ
た
情
報
、
流
通
、
売

買
さ
れ
、
取
り
返
し
が
つ
か
な

い
状
況
に
陥
る
。

④�

情
報
は
集
積
さ
れ
る
ほ
ど
利
用

価
値
が
高
ま
り
攻
撃
さ
れ
や
す

く
な
る
。

　
年
金
機
構
と
同
じ
様
に
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
。

　
特
に
中
小
企
業
、家
族
経
営
者
、

個
人
事
業
主
に
も
ナ
ン
バ
ー
の
取

得
が
課
せ
ら
れ
困
難
が
多
い
。

　
従
業
員
も
中
小
零
細
企
業
に
も

課
せ
ら
れ
て
く
る
。

　
志
免
町
の
中
小
零
細
企
業
の
人

た
ち
に
は
ど
の
よ
う
な
指
導
を
さ

れ
る
の
か
。

末藤 省三 議員

一般質問

どうなるマイナンバー制度
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相談窓口の一本化と連携を
答弁／できるものはやって行きたい

野
上
　
障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ
て

く
る
の
が
、
今
は
お
な
か
の
中
で

わ
か
る
。
健
康
課
は
ど
こ
か
ら
対

応
で
き
る
か
。

健
康
課
長
　
医
療
機
関
よ
り
連
絡

が
入
る
。
保
健
師
が
ケ
ー
ス
カ
ン

フ
ァ
を
し
、
退
院
後
の
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
で
あ
れ
ば
つ
な
げ
る
。

野
上
　
乳
幼
児
へ
の
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
で
、
障
害
を
持
っ
た
子
ど
も
に

は
よ
り
深
い
訪
問
が
必
要
で
は
。

健
康
課
長
　
福
祉
課
と
協
力
し
、

訪
問
看
護
と
も
連
携
、
会
議
を

持
っ
て
し
て
い
る
が
、
回
数
は

個
々
に
よ
っ
て
違
う
。

野
上
　
健
康
課
は
い
つ
ま
で
子
ど

も
を
見
て
い
る
の
か
。

健
康
課
長
　
明
確
な
判
断
は
し
て

い
な
い
。
福
祉
課
、
子
育
て
支
援

課
、
学
校
教
育
課
等
と
定
期
的
に

連
携
は
と
っ
て
い
る
。

野
上
　
町
長
が
窓
口
の
一
本
化
を

言
わ
れ
て
い
る
が
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
幼
子
を
連
れ
て
廻
る
状
況
が
、

志
免
町
に
は
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

町
長
　
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
抱
え

各
課
を
廻
る
と
い
う
の
は
大
変
な

こ
と
だ
と
思
う
。
公
約
の
中
に
も

住
民
窓
口
の
一
本
化
も
う
た
っ
て

い
る
。
連
携
も
大
事
と
思
う
。

野
上
　
３
歳
健
診
で
発
達
の
障

害
、
言
葉
の
お
く
れ
が
わ
か
っ
た

と
き
に
、
親
は
不
安
が
募
る
。
言

葉
の
勉
強
が
あ
る
等
の
情
報
を
把

握
発
信
し
て
ほ
し
い
。

健
康
課
長
　
あ
ら
ゆ
る
相
談
窓
口

を
提
示
し
て
い
る
。

野
上
　
小
学
校
に
入
る
の
は
不
安

も
あ
る
。
入
学
の
判
定
が
遅
い
と

思
う
。

学
校
教
育
課
長
　
就
学
指
導
委
員

会
で
審
議
す
る
が
、
発
達
検
査
の

結
果
が
異
な
る
た
め
。

野
上
　
長
期
夏
休
み
の
居
場
所
づ

く
り
へ
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
Ｐ
Ｋ
２
は
順
番
ま
ち
、

来
年
度
は
ど
ん
ぐ
り
も
な
く
な

る
。
新
た
に
２
事
業
者
の
予
定
が

さ
れ
て
い
る
が
、
情
報
も
行
き
届

い
て
い
な
い
。

福
祉
課
長
　「
す
り
ー
る
」
に
委

託
し
保
育
園
、
幼
稚
園
等
関
係
機

関
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
。

野
上
　
し
っ
か
り
と
し
た
障
害
の

体
制
を
と
り
、
１
人
の
方
が
情
報

を
持
っ
て
、
長
い
ス
パ
ン
で
携

わ
っ
て
く
だ
さ
る
人
が
い
れ
ば
安

心
し
て
生
活
で
き
る
。

町
長
　
先
進
地
の
情
報
を
収
集

し
、
取
り
組
み
た
い
。

野上 順子 議員

一般質問

庁内の相談窓口
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追跡あん質問は
どうなったの？

孤立死防止への取組み 防犯灯の LED化

誰にも気付れないまま、亡くな
ることがあってはならない。
（平成 24年３月議会）

新聞配達、ガス検針時に異変を
察知した場合町に報告するネッ
トワークを構築すべく新聞社、
ガス会社、郵便局、コンビニ
12社と協定を締結。

防犯灯、街路灯への補助金と管
理体制将来の基本的方針を示す
べき。

従来の蛍光灯や白熱球、水銀灯
の LED 化によって、電気料や
修繕費の削減が見込まれ効率
的運営に貢献できる。現在約
60％が完了。

⬇ ⬇
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先進地から学ぶ

●
目
　
的

　「
空
屋
、
危
険
廃
屋
対
策
」

●
日
　
程

　
８
月
11
日

●
視
察
先

　
東
京
都
新
宿
区
役
所

　
新
宿
区
空
屋
等
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
と
志
免
町
危
険
廃
屋
条
例
の
相
違
点
に

つ
い
て
学
習
。

　
空
屋
適
正
管
理
審
査
会
を
設
置
し
対
応

さ
れ
て
い
た
。
又
、
行
政
代
執
行
に
つ
い

て
は
慎
重
に
検
討
し
実
行
に
は
至
っ
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

●
目
　
的

　「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
在
り
方

●
日
　
程

　
８
月
12
日

●
視
察
先

　
埼
玉
県
和
光
市
役
所
・

　
産
前
産
後
セ
ン
タ
ー
（
和
光
助
産
院
）

　
妊
娠
中
か
ら
出
産
子
育
て
ま
で
安
心
で

き
る
シ
ス
テ
ム
（
ネ
ウ
ボ
ラ
）
を
作
ら
れ

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
地

域
包
括
支
援
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て

お
ら
れ
た
。

　
そ
の
中
で
も
「
産
前
産
後
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
」
で
は
若
い
子
育
て
世
代
の
た
め
に
、

出
産
前
か
ら
出
産
後
ま
で
、
顔
な
じ
み
の

助
産
師
に
よ
る
細
や
か
な
支
援
に
感
激
し

た
。

委員会
研修報告

総務文教常任委員会

和
光
助
産
院
視
察

和
光
市
役
所
で
の
説
明
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日　時　平成27年11月17日（火）　19時～20時30分
会　場　町民センター２階　視聴覚室　志免町志免中央１丁目２番１号（役場横）
報告グループ議員名
　　　　末藤省三・二宮美津代・古庄信一郎・野上順子・安河内信宏・寺田秀和

日　時　平成27年11月18日（水）　19時～20時30分
会　場　シーメイト１階　ホール　志免町大字志免451番地1
報告グループ議員名
　　　　牛房良嗣・助村千代子・丸山真智子・吉田大作・牟田口武史・近藤辰也

いずれも受付開始時間18時30分から

※両会場とも大林議長・大西副議長出席

報告内容　・平成26年度決算と平成27年度予算について
　　　　　・事業内容の報告・・質問、意見交換

　議会改革の一環として、町民の皆様と町政の課

題を共有し、より良いまちづくりを推進するため、

「議会報告会」を開催いたします。

※皆様のご来場心よりお待ちしております。どちらの会場にご参加頂いても結構です。

主催　志免町議会

議会あれこれ
議会報告会のお知らせ

21


